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はじめに

オウンドメディアを運営することで、さまざまな効果を期待できまが、導入をするだけで成功できる訳ではありませ
ん。導入をすることでアクセス数を上げられますが、その後のコンバージョンに繋がらずに、最終的には資金が底をつ
き運営中止になることは多いです。

失敗を避けるためには、オウンドメディアがもたらす効果を理解して、計画を立てる必要があります。



オウンドメディアの運⽤がもたらす３つのメリット

オウンドメディアを持つことで顧客が流入す
る入口を増やすことができるので、その後の
施策の幅を広げられます。
オウンドメディア内は自由に利用できるの
で、広告や自社情報を費用をかけずにメディ
ア内にストックしておけます。
広告費の削減のみならず、他の媒体より流入
してきたユーザー全てに自社のPRができるの
で、顧客の育成をして成約率アップに繋げら
れます。

オウンドメディア運用の3つのメリット



medifundが⾏ったオウンドメディア施策による効果の事例

次のページからはオウンドメディアで効果を上げるための運用ポイントを解説します！

オウンドメディアは綿密なKPI設定と戦略策定を行うことで下記のような成果を実現できます。



1.認知度向上によりクロージングの成約率向上につなげましょう

認知度を上げて商品についてを知ってもらえれば、クロージングの成約率を上げられます。
商品を購入してもらうにはまずは知ってもらうことが重要になってきます。
オウンドメディア内では自由に情報を載せることができるので、商品の認知度向上に大きな期待がもてます。

▲マーケティング戦略：顧客が認知し、検索して興味を持つことで成約率が上がる



2.SNSからの流⼊を獲得しましょう

▲トリプルメディアとは：トリプルメディアの内訳とオウンド、アーンド、ペイドメディアの連携

SNSではオウンドメディアの記事をシェアできるので、他のユーザーにも情報を拡散できます。
ユーザーが良いと思える良質なコンテンツが必要ですが、成功すればSNSから多くのアクセスが期待できます。
アクセスの際にサービスページのみしかない場合、情報不足により信用度が落ちてしまいシェアがされにくいです。オ
ウンドメディア内に自社や業界の情報、商品のメリットなど全てを載せることで信用度が上がりシェアされます。



3.ブランディングを維持した広告戦略をおこないましょう

専門性の高いメディアを多数用意できれば、その業界の「専門家」としてブランドを構築できます。現在は情報があふ
れているため、ユーザーは企業が一方的に発信する広告には見向きもしません。自分に関係がある情報を能動的に探す
ようになったのです。オウンドメディアでユーザーに価値のある専門的な情報を発信していくことで、ブランディング
を維持して自社の認知度を上げられます。有益な情報を多く載せていけば検索でも引っかかるようになり、さらに多く
の顧客を獲得できます。



4.顧客ロイヤリティを向上させLTVを増加させましょう

オウンドメディアで顧客の悩みを解決できる情報を載せることで、顧客ロイヤリティを高めLTVの増加が見込めます。
顧客に役立つ情報を発信していくことで信用を確立できれば、自社のアプローチも受け入れしやすくなります。
オウンドメディアを持つことで、ユーザーと接触する手段も増やせます。手段が少ないより、さまざまな方法で接触す
ることでLTVも増加できます



オウンドメディア構築前に社内で共有すべき事前知識

事前知識がない状態でやみくもにオウンドメディアを運用してしまうと、失敗をしてしまうでしょう。

オウンドメディアを運用するには企画・ライティング・編集・校正・入稿作業・スケジュール管理・計測および検証な
どの業務が発生します。委託をするにしても人材や費用は用意しないといけません。

また、オウンドメディアで成果を出すには必ず時間がかかります。長期的に計画を立てないと予算が足りなくなった
り、担当者の負担が大きくなったりと、運営を停止する原因に繋がります。

次のページからはオウンドメディアを立ち上げる前に
知っておきたい知識を解説します



成果が出るまで半年以上の期間が必要

オウンドメディアで成果を出すには半年以上の期間が必要です。
検索エンジンに評価されるには、オウンドメディア内でコンテンツを量産して、ドメイン自体のパワーを上げる必要が
あります。専門性の高い良質なコンテンツを網羅したとしても、検索上位に表示されるには半年以上はかかるでしょ
う。なので、短期的に成果を見込んで資金を確保してしまうと、資金が底をつき撤退することになります。



Webコンテンツ制作のリソースを確保する必要がある

Webコンテンツのオウンドメディアを制作する際には、知見のある人を確保する必要があります。
コンテンツの質が悪いと検索エンジンの評価が悪くなり、自然検索から流入が見込めなくなってしまいます。

■運用する際の業務一覧

・キーワード選定

・企画

・制作

・編集

・校正

・コンテンツ配信

・分析および改善

・広告運用



⾃社⽅針による広告費削減のタイミングでも効果が⾒込める

広告費を削減しても、オウンドメディアを所有していれば成約率向上の効果が見込めます。
自社の商品を伝える方法が広告のみの場合だと、広告費を削減すると売上減少を招く恐れがあります。その点、オウン
ドメディアでは専門性の高い良質なコンテンツを所有していれば、自然検索によりユーザーが何もしなくてもアクセス
してくれるので、売上に左右されずに広告費を削減できます。



マネタイズの形式を多⾓化できる

■オウンドメディアでは主に三つの形式でマネタイズができます。

三つのマネタイズ形式
・ブランディングによる、間接的かつ長期的マネタイズ
・事業・採用課題を解決するマネタイズ
・直接収益型マネタイズ

自社のサービスを販売する以外にも、広告掲載をして利益を発生させるられます。マネタイズの形式のよって特性が
あり使われる戦略も違ってきますので、自社の目的にあった形式を選ぶようにしましょう。



リマーケティング（リターゲティング）広告で広告効果向上施策が可能になる

オウンドメディアでリマーケティング（リターゲティング）広告を取り入れることで、
CVRを高めて広告効果の向上が見込みます。
この広告は一度サイトに訪れた人に、そのサイトに関連した広告を表示するものです。
ユーザーが関心を持った状態で商品を紹介するので、いきなり広告を見せるよりも反応率が高いです。



オウンドメディアを構築する⽅法

オウンドメディアの構築には、外注か自社で構築する二つの方法があります。
自社内に知見がある人材がいるのであれば、独自ドメインを入手してCMSを使ってオウンドメディアを構築するのが
いいでしょう。もし自信がない場合は実績のある企業の外注する方がおすすめです。
費用は掛かりますが長期的にオウンドメディアを運用すると考えた場合には、失敗するリスクが低く費用対効果が高い
です。

次のページからはオウンドメディアを立ち上げる際のフローを解説します



オウンドメディアのKPIを設定する

まずはオウンドメディアの目的（KGI）を決めましょう
KPIを設定するには、どの項目をどのように改善すればいいのかを、最終目標となるKGIを元に考える必要があります。
オウンドメディアで失敗をしてきた会社は、全てを一つのツールで成し遂げようとしてリソースを割けなくなり失敗してい
ます。目的は一つに絞り、成功している企業がどのようにテーマを設定しているのかも分析をしましょう

■KGIからオウンドメディアのKPIを設定する

＜KGI＞

売上を？％増やす

＜KPI＞

・検索流入上げる

・商品の単価を見直す

・1カ月のCVを増やす

・新規ユーザーを増やす



オウンドメディア運⽤計画を⽴てる

オウンドメディアで目的を達成させたいのなら、月ごとに大まかな運用計画を立てる必要があります。
最初はとにかく記事を量産しなくてはなりません。どの作業にどのくらいのリソースを割くのか、どの作業を委託する
のか、全体とそれぞれの作業に割振れる予算はどの程度確保できているのかを確認しておきましょう。割り振った人材
に作業を集中させてしまうと、パンクする恐れがあるので長期的に無理のない形に計画を立てるのがポイントです。



オウンドメディアのターゲットを設定する

ターゲットを設定することでコンテンツ作成の基準ができるので、今後の運営が成功しやすいです。
目的とKPIが設定できていれば、ターゲットの選定もできます。
目的が「リードの獲得」でKPIが「資料請求フォームへの登録者数」で設定していれば、ターゲットはエンドユーザー
です。このように整理ができていればターゲットは見えてきますが、目的が多すぎてしまうと道が枝分かれしてしまい
ゴールを見失ってしまいます。目的は一つに絞り、多くを求めすぎないようにしましょう。



オウンドメディアのコンセプトを設定する

ターゲットユーザーの不安をどのように解決するのかが、オウンドメディアのコンセプトになります。
自社商品とのコンセプトも踏まえて考える必要があります。商品コンセプトと大きくことなってしまうと、
オウンドメディアからの離脱率が高まる恐れがあります。自社商品がユーザーの課題をどのように解決でき
るのか言語化するといいでしょう。



オウンドメディア戦略を決める

マネタイズ形式によって使っていく戦略は違ってきます。
戦略は目標となる数字を達成するにはどうするのか、なぜこのコンテンツ制作をするのかを
目的を元に決めるといいでしょう。

短期で成果を狙う戦略や目的にそぐわない戦略を立ててしまうと、撤退することになります。
コンセプトを設定して長期的に運営できる戦略を立てるようにしましょう。



自社で記事制作をされる場合は
指定の検索キーワードにおける検索結果において、検索順位１位の記事よりも、
下記を満たしているか確認してください。

　　端的で分かりやすく、短い時間で濃い情報を提供できるか

　　解決できなかった不満を解決できているか

　　論理性が高く、信頼できる記事か

　　検索順位1~5位までに書かれていない情報がある独自性の高い記事か

　　声に出して音読したか

すべて満たしている場合、記事は自信を持って公開できます。

オウンドメディアの記事のチェックリスト



メディファンド公式本書を最後までご覧いただきありがとうございました。

オウンドメディア構築をしておけば、広告費用をかけなくても成約率を上げ続けられます。ですが、成果はすぐには出せません。運用
の仕方を間違えてしまうと予算が足りなくなり運営中止になってしまうことが多いのも事実です。オウンドメディアで成果を出すに
は、コンテンツの質を高めることがポイントになっています。“オウンドメディアコンサルで成果が出た具体的な施策内容”を参考にし
てください。もし、自社でノウハウや経験がないのであれば、構築・運用を委託してみましょう。

メディファンド（medifund）はSEO対策も含めたオウンドメディアの構築・運用など集客から
成約率向上のためのプランをご提案いたします。

▼SNSでもWebマーケテイングの役立つ知識を更新中▼
→メディファンド公式Twitter
→メディファンド公式facebook

メディファンド代表 原田ゆうき

さいごに

オンライン
無料個別相談

\本資料御覧の方限定！/
コンテンツ SEO、オウンドメディア運用
Web 集客など何でもご相談ください！

https://twitter.com/medi_fund
https://www.facebook.com/medifundpost
https://www.facebook.com/medifundpost
https://medifund.jp/onlydownload?utm_source=whitepaper&utm_medium=button&utm_campaign=ownedmedia

